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燕労災病院の理念 
 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 
 

病院の基本方針 
 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 
 

◎勤労者の健康管理を支援し

ます。 
 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 
 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 
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はじめまして。 

今年４月より当院へ赴任して参りました消化器内科の佐藤聡史と

申します。生まれは青森県弘前市、育ちは仙台市と生粋の東北人でし

たが、縁あって大学より新潟に移り住み、今や新潟は最も住み慣れた

土地になってしまいました。ここ県央地区の勤務は 6 年ぶり 2 度目と

なります。前回はあっという間の１年間で、県央の魅力に触れる前に

異動となってしまいました。今回は仕事の合間を縫って『温泉・美味

しい料理・地場産業』等々、この地区の素晴らしさにも触れていきた

いと思っております。 

さて、当院で勤務し約半年が経ちました。その間夜間、休日の救急

外来を担当させて頂くこともございますが、今回は救急外来の診察が

スムーズに進行するためのちょっとしたポイントをお伝えしたいと

思います。『救急外来受診＝辛い状況』かと思います。その中で少し

でも円滑に検査、治療へ移行できれば、皆様への負担も軽減できるの

ではないかと考えております。 

① お薬手帳は必ず持参しましょう 

「薬の内容＝現在あなたが罹っている病気」です。薬の内容でこれ

までどのような病気に罹っていたかをある程度推測できます。また普

段のかかりつけ医も分かります。さらに緊急入院となれば薬が飲めな

くなる時もありますが、その際代わりの注射を見つける手助けにもな

ります。お薬手帳が我々に与えてくれる情報量は非常に多いのです。 

② 日頃からこれまで自分が罹患した病気をまとめておきましょう 

救急外来を受診すると、これまで罹った病気(既往歴といいます)に

ついて尋ねられる事が多くあります。辛く、不安な救急外来で冷静か

つ正確にそれらを答えるのはなかなか難しいものです。普段から既往

歴をまとめておくと緊急時に役立ちます。入院歴のある方は病状説明

用紙、入院診療計画書などをまとめるのもよいかもしれません。 

余談ですが、既往歴を尋ねた時に皆様が忘れてしまいがちな疾患につ

いて…(私の個人的な印象です)。 

・糖尿病、高血圧、脂質異常症(コレステロール、中性脂肪が高い)  

・急性虫垂炎(俗に盲腸と呼ばれたりします)  

『忘れがち』というより『病気として考えていない』事も多いようで

す。これらも大事な病気ですので尋ねられたら自信をもって！？お答

えください。 

以上二点を挙げましたが、実際には行って頂いている方々にも多数

お会いします。ご協力有難うございます。 

今後も少しでも皆様の診療のお役に立つ事ができれば何よりです。

宜しくお願い致します。 

* 着任の挨拶 1 

* 報告 アマネージャーと燕労災 

病院の連携に関する懇話会 

* 報告 総合消防訓練 
2 

* 報告 飛燕夏まつりの民謡

流しに参加 

* 報告 七夕コンサート開催 

* 編集部より 

3 

* 外来診療科別担当医師表 4 

【 着任の挨拶 】  消化器内科副部長 佐藤 聡史 
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７月１６日(水)１７時３０分より、当院のリハビリテーション科運動療法室にて、ケアマネージ

ャーと燕労災病院の連携に関する懇話会が開催されました。主催は当院在宅医療推進委員会です。

これは、毎年７月に開催している恒例の情報交換も兼ねた重要な研修事業です。参加人数は院外の

ケアマネージャー・社会福祉士・保健師等が４３名、当院からは１９名、合計６２名でした。 

内容は次の通りです。当院認定看護師の紹介、あさひ調剤薬局の渡邊薬剤師より「在宅患者薬剤

訪問看護指導料」について説明され、さらに「内服自己管理が困難な患者・家族へのかかわり」に

ついての事例の紹介をして頂きました。その後、グループワークを行い、地域(福祉・在宅医療)と

病院の連携について自由討論を行いました。この会も回を重ねる毎に内容が充実し、次回開催の際

の要望内容も多く出されました。 

また、グループワークは情報交換で大いに盛り上がり、医療と介護の連携を深めることができま

した。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２０日(金)午後３時より、日中、院内からの火災発生の想定に基づく総合消防訓練が開催され

ました。出火場所は、４階の配膳室からの火災発生という想定で、初期消火・消防署等への通報・院

内への非常放送・入院患者の避難誘導等を行いました。 

初期消火・避難訓練等を実施しました。 
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【ケアマネージャーと燕労災病院の連携に関する懇話会】 が開催されました。 
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【総合消防訓練】 が開催されました。 
 

グループワーク 薬剤師の講演を聴講中の参加者 

出火元での初期消火 避難中の様子 



【編集部より】８月ももう少しで終わり、実りの秋の到来、今週に入り既に早生米の稲刈りが始ま

り、あと１ケ月もすると青より黄金色に変わり、コシヒカリの収穫が終われば、今度は、土色へと

変化する。この前、田植えが終わり、水を湛えた水田に逆さ弥彦山を拝み、筍堀り、山菜採りをし

ていた春だったのに、夏秋と季節の遷り変りは早い。まだまだ暑い日々が続く。そんな苦しい夏で

も少しでも生活の潤い・感動・涼みを満喫するために、柏崎の海上花火・長岡の花火も２日間鑑賞

を決行し、後は９月の小千谷片貝花火を鑑賞すれば新潟３大花火を単年で制覇、９月のにいがた総

おどりで芸術を満喫し、里山の色がかわる時期になれば、山へ美味しいものを求めてそぞろ歩き、

私は遊び人ではないが趣味豊富、１年後まで仕事・趣味の予定がびっしり、暇な時間は、寝るとき

だけ、たまに大ボケしたふり・・・     （明日は 200 メートルいちびにも参加する Ｋ.Ｍ） 

 

 

 

 ７月１９日・２０日の２日間の燕市燕地区の夏まつり「第 43回飛燕夏まつり」が今年も開催され

ました。１９日朝は大雨洪水警報も出る激しい雨に見舞われ、交通安全・音楽パレードは中止にな

りましたが、２０日は炎天の下、祭りも終盤に、当院は１７時から民謡の民謡流しに参加しました。 

 

 

 

 

７月３日(木)に当院にて夏の音楽会「七夕コンサート」が開催されました。当院の合唱団が、 

玄関大ホールと各病棟(階)のエレベーターホール等にて、当院で療養中の患者様や付き添い・お見舞

い等で当院を訪れている家族のみなさまに夏を題材とした歌謡を披露しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

【飛燕夏まつりの民謡流し】 に参加しました。 
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【七夕コンサート】が開催されました。  
 

開始前に移動中のバス内で気合い入れ 

玄関ホールでのコンサート風景 
天井の七夕飾りは東北労災病院より寄贈された物 

入院病棟でのコンサート風景 

民謡流しはじまりはじまり 
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